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まえがき 

定期点検の結果は、維持・修繕等の計画を立案する上で参考とする基礎的な情報であり

適切な方法で記録し蓄積しておく必要があります。 記録の様式、内容や項目について定

めはなく、道路管理者は定期点検結果の利活用目的を具体的に想定するなどし、記録項目

の選定や方法を検討します。 

本参考資料は、各道路管理者が、記録方法や内容を工夫したり、様式を工夫したい時の

参考になるように、考えられる利活用目的をできるだけ幅広く想定したときに、それを網

羅した記録様式の種類や構成の例を作ったものです。それぞれの様式例には、実際に使う

としたときに想定される留意点も記載しました。 

各道路管理者が既に定めている記録の方法や様式を、本参考資料の様式に変える必要

はありません。また、この資料を参考に様式を検討する場合にも、一連の様式例を全て使

う必要もなく、実際の道路管理者の利活用目的に応じて、必要な様式を取捨選択し組み合

わせるなども自由に検討できます。このとき、各様式内の欄の構成や項目や使い方・目的

も自由に変えることなども差し支えありません。 

1



【様式】Ａ－１（１） 
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【様式】Ａ－２（１） 
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【様式】Ａ－１（２） 
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【様式】Ａ－２（２） 
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(1)解説 

 本様式は定期点検における健全性の診断結果や措置の内容に関する最小限の情報を記録する場合

を想定しています。 

そのために、本様式を使用する際の注意点の例を以下に示します。 

 

（例） 

・シェッド、大型カルバート等の施設全体の健全性の診断に直接関係する不具合がわかるよ

うに、たとえば、至った根拠がわかるように施設の状態を代表する写真を添付することが

考えられます。 

 

・施設ＩＤは、緯度経度情報をＩＤ番号に変換することで、電子地図などで位置が確認でき

るようになります。（緯度経度は10進法で小数６桁） 

   変換方法：緯度35.159388、緯度139.819123 → 施設ID 35159388139819123 

 

・管理者毎に施設番号を決めているときには、これとは別途施設番号の欄を作ったりするこ

とも考えられます。 

 

・定期点検を行った者の所見、健全性の診断の区分を記録することを想定しています。 

 

   ・ここでいう措置は、応急措置として考えることができます。応急措置を行った箇所や内容 

、行う前の状態や健全性の区分も記録しておくことで、維持管理の参考にできるように、 

措置の内容の欄を作っています。 
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【様式】Ｂ－１（１） 
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【様式】Ｂ－１（２） 
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【様式】Ｂ－２ 
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【様式】Ｂ－３ 
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【様式】Ｂ－４ 
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(1)解説 

 本様式は様式Ａに加え、シェッド、大型カルバート等の施設の健全性の診断において着目した変

状について、俯瞰的に把握できるスケッチを残したり、主要な変状の写真等に種類や寸法・範囲の

概略を残すことで、次回の定期点検や以後の調査等で有用な場合を想定しています。 

本様式を実際に使用するときに想定される注意点の例を以下に示します。 

 

（例） ・B-2様式は、部材単位で状態や健全性の診断の区分を行うことを想定したものです。 

 

・部材番号を決めて、その番号に紐づけて部材の種類や材料、変状の種類や健全性の診

断区分を記録すると、結果の整理を行うときに有用です。 

 

  ・B-3様式は、必要な記録を目的にかなう方法で残すための欄として想定しています。た 

とえば、スケッチを入れていますが、スケッチにこだわる必要もなく、既存の写真を加 

工することなどが考えられます。 

 

     ・B-4様式は、施設全体の診断根拠（Ⅰ～Ⅳ）とした主要な部材単位ごとに、証拠なる 

代表的な変状を例示することを想定しています。たとえば写真は、直接関連する不具 

合の場所や種類、不具合の程度がわかることを想定しています。所見欄は変状の種類 

や程度、要因、健全性の診断の根拠を記載する欄として想定しています。 
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【様式】Ｃ－１（１） 
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【様式】Ｃ－２（１） 
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【様式】Ｃ－１（２） 
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【様式】Ｃ－２（２） 
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【様式】Ｃ－３ 
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【様式】Ｃ－４ 
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【様式】Ｃ－５ 
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【様式】Ｃ－６ 
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【様式】Ｃ－７ 
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【様式】Ｃ－８ 
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(1)解説 

 本様式は、道路管理者が定期点検結果の活用目的や方法等に応じて、たとえば措置に向けた調査

や定期点検結果の比較を行う場合において有用な情報を記録する場合を想定しており、部材単位の

健全性の診断を行うことを想定しています。 

本様式を実際に使用するときに想定される注意点の例を以下に示します。 

 

（例） ・C-1様式は、シェッド、大型カルバート等の施設の基本事項に加え、構造諸元情報、

設計条件情報、維持管理情報や補修被災等の履歴を記載できる様式となっており、施

設に関するデータベースなどを活用し施設単位で記録することを想定しています。 

 

・施設ＩＤは、緯度経度情報をＩＤ番号に変換することで、電子地図などで位置が確認

できるようになります。（緯度経度は10進法で小数６桁） 

   変換方法：緯度35.159388、緯度139.819123 → 施設ID 35159388139819123 

 

 ・総合評価の所見は、施設としての健全度の評価判定に至った経緯を記載する欄として想

定しています。たとえば、変状の部位種類の概況や性状、現状の本体安全性に関する見

立てについての所見、進行性についての所見、必要な措置の観点と切迫性を記載するこ

とを想定しています。 

 

・C-2様式は、施設の一般図を記載できる様式になっており、点検調書にて施設の構造

特性などを把握できることを想定しています。また、ロックシェッド等に適用する C-

2(1)様式には、施設に影響する防災点検等の情報も関連付けができるようにしていま

す。 

 

     ・C-5様式は、現地の条件等によっては，外観の確認すらできない部材も有り得ます。

近接目視や必要と考えた打音及び触診が実施できなかった場合には、実施できなかっ

た理由及び代替え方法を記録として残す欄として想定しています。 

 

  ・C-6様式は、様々な変状が色々な部材に確認された中で、部材単位の診断結果がⅡ～

Ⅳの変状箇所について記録することを想定しています。たとえば、写真や所見と照合

に必要な情報であればよく、手書きでも構わないものです。 

 

  ・C-7様式は、部材単位でも診断結果（Ⅱ～Ⅳ）の根拠となる変状の範囲や状況の写真を

径間毎に整理する欄を想定しています。なお、所見には、たとえば、推定される変状の

原因，進行性についての評価，当該変状に対する判定の根拠とその考え方などを記述し

ておくなどの使い道を想定しています。 
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【様式】Ｄ－１ 
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【様式】Ｄ－２ 
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【様式】Ｄ－３ 
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【様式】Ｄ－４ 
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【様式】Ｄ－５ 
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(1)解説 

 本様式は様式Ｃに加え、シェッド、大型カルバート等の施設によっては、これまでのデータの蓄

積を継続し、施設の経年変化の傾向を分析したり、各種計画の策定に役立てるための客観的な情報

を記録するニーズを想定しています。 

本様式を実際に使用するときに想定される注意点の例を以下に示します。 

 

（例）  

・D-1様式は、経年の変状の進行状態の比較、変状に対する補修・補強方法等の検討に

必要と考える記録を記述する欄として想定しています。 

 

  ・D-2様式は、近接目視しなかった、できなかった箇所を記録しておくために使うことを

想定しています。 

 

    ・D-3様式は、主要部材について、部材毎に、変状の種類・程度などをブロック毎に整

理する欄として想定しています。 

 

・C-4様式の所見欄や備考欄は、部材単位でも診断結果（Ⅱ～Ⅳ）の根拠となる変状、 

推定される損傷の原因、進行性についての評価，当該損傷に対する判定の根拠とその 

考え方などを記述しておくなどの使い道を想定しています。 

 

・D-5様式は、対象施設の全ての部材について、変状の種類・程度を、ブロック毎に，前

回定期点検結果と対比するよう整理する欄として想定しています。 

 

・将来には、機器の活用など、多様な外観記録方法が使われることが想定されます。ま

た、常に同じ機器、観測条件でデータがとられるわけではないことも想定されます。そ

こで、後日の計測結果や他の方法での計測結果と比較検討できるように、記録に用いた

機器や使用条件、分解能や結果の解釈に必要な事項を記録しておく欄を作ってありま

す。 
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